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〔概要 〕平成18年 度独 立行 政法 人教員研 修セ ン ター主催の 教職員等中央研修講座 に お ける 選択講義 「情

報教 育」 にお い て ，教師 の 問題解決能力 の 向上 を め ざし，学習者参画型 ワ ーク シ ョ ッ プ を取 り入 れ た

演 習を行 っ た ．本演習で は ， 課題解決訓練用 の 「PCM （Project　Cycle　management ；以 下， 「PCM」 と略

す ．）手法
1〕

」 （国際開発高等教育機構，平成 13年）， 教材設 計の た め の 「強制連結法」　 （林，平成14年）

お よび 学習者 全員 に よ る 「マ イク ロ プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン 亅 （林，平成 12年）を実施 し，学習者相互 に よ

る評価 を取 り入 れた 、結果 よ り，本演習は ，学習者参画型教員研 修 の 設 計や教師 の 問題 解決 能力 の 訓

練 と して 概ね有益で あ っ た ，

　尚，本研究は ，平成17年度科学研究費補助 金 （基盤研 究 （C））「学生 参画型授 業モ デル の 開発 に 関す

る 実証 研究 〜 討議 ・批判 ・論理 ・表現能 力 の 育成 〜
亅 （代表者 林徳治） の

一
環 と して 実施 し た．
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ド〕　 教員研 修 問題解決能 力 ， PCM手法 ， 学 習者参画 型 ，プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

1 ．は じめ に

近年 ，学力 低 下 へ の 懸念や 不 登 校 児童 ・生 徒

の 増加 ，多発す る 問題行動 な ど，学校教育 をめ

ぐる状況は深刻 さを増 して い る
2L

こ れ ら諸問

題 を克服 し，子 どもの 社会的 自立 を支 え ， 質の

高い 教育 を保 証す る こ とは我 々 教 師に 課せ ら

れ た責務 で あ る．

　中央教 育審議会答申 （2005）は 「国民 が求め る

学校教 育を実現す る に は ，子 どもた ちや保 護者

は もとよ り，広 く社会 か ら尊敬 され ， 信 頼 され

る質の 高い 教師 を養成 ・確保す る こ とが 不 可欠

で あ る．」 （噺 しい 時代の 義務教育を創造す

る 」 ，p．19）と し ， 教師 の 質 の 向上 の ため に ，

「研修 の 在 り方 に っ い て は ， 講 義形 式だ けで な

く，実践的 な指導力 を向上 させ る とともに，内

容 ・方法 の 工 夫 ・改善を 図 る こ とが必 要 で あ

る．」 （前述 ， p．　21）と提言 して い る．こ の こ と

は，従来 の 知識伝達型 の 教員研修だ けで は対応

不 可 能 な問題が 学校現場で 起 こ っ て お り，それ

ら諸問題 に対応で きるだ けの 資質 ・能 力 を持 っ

た教 師の 育成が 喫 緊 の 課題 で あ る こ とに依 拠

す る もの と考 え られ る．

　本研究 は， これ ら時代 の 要請 に応 える べ く ，

教師 の 問題解決能力 の 向上 をめ ざす とともに

学校 教育に 対す る信頼 を回復 し
， 透明性 ・一貫

性 の あ る教育 を保 証す るた めの 一方途 を提 案

す る こ とを目的 と して い る．

　 本稿で は ，平成 18年度 に 実施 され た独 立行政

法人 教員研修 セ ン タ ー主 催 の 「各地 域 の 中核 と

な る校長 ・教頭等 の 育成 を 目的 と した研 修」に

お け る高等学校教員を対象 とした 選択講義 「情

報教育」の 実践 に つ い て 報告する．本研修に は ，

全国か ら参加 した 高等学校教員の うち 「情報教

育」 を選択 した45名が 参加 した．

　研 修 内容は ， 情 報活用能 力 の 育成 の 観点 よ

り ，
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン お よび メデ ィ ア を活 用

した プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン の 設計や 技術 の 習得

に つ い て ， また ， 教師 の 問題解決能力 の 向上 の

観点 よ り
， イ ン タ ーネ ッ トや携帯電話 な ど情報

機器 をめ ぐる トラブ ル を解決す る た め の 課 題

解決 訓練 用手 法 を活用 した演習な どで 構成 し

た．問題解決演習で は ，ODA（Official　Develo

pment 　Ag．・sistance ）など国際協力分野で 近年広

く活 用 されて い る開発 プ ロ ジェ ク トの た め の P

CM手 法 を取 り 入 れ た ．また
， 問題解決に 向け た

各 自の 取組 を強制連 結法 を用 い て 考案す る と

と もに ， プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ トを利 用 して

教材設 計 を行 い
，

マ イ ク ロ プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン

（模擬発 表〉を実施 した ．そ の 後，発表者 と受講
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者間で相 互 評価を実施 した ．

2 ．課題解決訓練用手法に つ い て

　筆者 らが取 り入 れ た課題解決訓練用 の PCM手

法 とは ， 課題に対す る 「関係者分析」 ，
「問題

分析」 ，
「目的分析］ を通 して 現状把握 ， 問題

点抽出 ， 改善方針 を明 らか に し，開発 プ ロ ジ ェ

ク トの 目標 達成を行 う手法 で あ る ．そ の 特 色

は，
一

貫性 ，参画型 t 論理 性 に あ り，こ れ らの

特色 が 統合 して もた ら され る 効果 と して の 説

明 責任 （ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ ）お よび透 明性 と

い っ た社会的責任 の 履行が 挙げ られ て い る．

　本研究 では ， 開 発プ ロ ジ ェ ク ト用 に作成 され

た 手法 の
一部 を教 育用 に 改訂 した研 究

3 ）
を 参

考に ， 問題解決能 力の 向上 をめ ざした 教員研 修

に応用 す る こ とを試みた ．具体的な改訂 点は ，

  「関係 者 分析 1 の 段 階 を 「課題提示 」 に換 え

る ，   「ロ グ フ レ
ーム 」 と呼 ばれ るプ ロ ジ ェ ク

トの 計画 お よび 論理 性 の 検 証 段 階を 「マ イ ク ロ

プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン 1 に換 え る ，   教材 作成 に

「強制連結法 」 を取 り入 れ るな ど で あ る ．表 1

に従来 の PCM手法 と今回開発 した 演習 の構成 を

示す．

表 1PCM 手法と開発した演習の 構成

PCM 手 法の構成 演習の 構成

1 関係者分析 1 問題提起

2 問題分 析 2 問題分 析

3 目的分析 3 目的分析

4 プ ロジェ クト選択 4 プ ロジ ェ クト選 択

5 ロ グ フ レーム作成

6 活 動計画表 作成
5

マ イクロプレ ゼン テ ー

シ ョン

3 ．内容 ・方法

本研 修の 概要 に つ い て 以 下 に示 す．

（1 ） 日時 ： 平成 18年 5月 24 日 （水）

　　　　　 9時15分〜 16時30分

（2 ）場所 ： 独 立行政法人教員研修 セ ン タ
ー

　　　　　　（茨城県つ くば市）

（3 ）対 象 ： 全国 の 高等学校教員 45名

（4 ）研修概要 ：

　 講義で は ， プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン や コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン の 意義に つ い て 習得す る．また論

理 的 で学習者 を意識 した教材設 計 の 手法 と

して の 「強制連結法」に つ い て理 解・習得 し，

表2 「各地域の 中核となる校長 ・教顛等の育成を目的とした研修」惰報 教育分野研修内容・方法

《講義・演習内容》 《進め方》 《設備・備品 ・資料》

講

義

圏講義
・コ ミュ ニ ケーション

・プ レゼン テーション

・強制遵結 法

PowerPoint，ビデ才，　CD 教材を利 用 し

た請義を行 う．受講者の 質問 に は．白

板等を利用して適時 回答する，記 述
欄を設 けた資料を配布する．

・ノートPC
・プ ロジェ クタ
・VHS ビデオデ ッ キ

　とモ ニ タ
・講義に関する資料

■ 問題 解決演習   PC 醗 手 法に つ い て の 講義 の 後，課
・ノートPC

・PCM 手法 題を提示 し，グル ープに分 かれる．
・プ ロ ジェ クタ

テ
ーマ：高校生の 携 帯電話をめ ぐる   大判 用紙 とポス トイッ トを使 い ，「問

・強制連結用 シート

トラブル に つ い て ．学校とし 題分 析」と「目的分 析」を行 う．
・ポス トイツ ト（1班 x50

て の 対応策 （プ ロ ジ ェ クト）   「目的 分析」をもとに，「プロ ジェ クト
枚程 度｝

演

　　　を考案し．評価する．

教材タイトル ：「携帯メール をめぐる

　　友 人 との トラブル で 不 登 校に

　　なっ た生徒へ の 対応策を考え

選択」を行 う．その 後．各自で強制

連結法を用 い て具体 的な活動 案を

考える．

・大判 用紙 （各班 2枚）
・マ ジッ ク（黒色 の 中太

　が各 自 で本，赤 ・青
　色 の 申 太 が 各班に

る，」   発表用教材 （P。 we 甫 。int）を作 成す 1本ず つ ）

・プレゼン テ
ー

ション ソ フ トを活用 し る．（＊ プロ ジェ クト案は各班 1名 が

習
た教材作成 作成，そ の 他の 者は各 自で 活動案

につ い て作成する．）

  班 内で最 も効果 的な活 動 案を選
ぶ ，

闇プレゼン テ
ーシ ョン 技術演習 代表者 によるマ イ クロプレ ゼ ン テ ーシ ・マ イクロ プ レゼ ン評

・マ イクロプレゼンテーション演習
ヨンを実施し，評価する． 価シート

講師は講評を行う，
・研修評価アンケ

ー
ト
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問題解決 に繋が る活動案を 作成する．

　演習で は ，強制連結法を用 い て 作成 した 活動

案 を コ ン ピ ュ
ー

タ の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン ソ フ

トを利用 して 具 体的に 教材化 し，マ イ ク ロ プ レ

ゼ ン テ
ー

シ ョ ン に よ る発 表 の 実施・評価 を行 う．

（5 ）研修 の 形態 ：

　講義 は ，配布資料 ，
ビデオ

，
コ ン ピ ュ

ー
タを

利 用 して行 っ た．

　演習は ， PCM手 法 に よる グル
ープ ごと の ロ ジ

ッ ク
・
ツ リー

の 作成、強制 連結法に よる教材作

成 ， 個 々 の プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 設 計 シ
ー

トの 作

成 マ イ ク ロ プ レ ゼン テ
ー

シ ョ ン の 実施 と評価

を行 っ た ．

（6 ）教材 ・参考書 ：

・配布 プ リン ト教材
・ 『情報教育の 理論 と実践』，実教出版
・『情報社会 を生 き抜 くプ レ ゼ ン テーシ ョ ン技

　術』 ，ぎ よ うせ い

・『教育PCM手 法ガイ ドブ ッ ク ver ．2．0』， 武 田

　正 則著

（7 ）そ の 他 ：

　講義 前後 に 自主課 題 として ，
Web を利用 した

事前 ・事後学習 （プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 技術 ， 強

制連結 法 とは ，
http ：〃   ．　hayashitokuji．co

m ／distance／）を推奨 した．

全 体の 研修 内容 ・方法 を表 2に示 す ．

4 ．結果

　本研 修後 に 実施 した ア ン ケ
ー

ト結果 よ り研

修の 成果 に つ い て 考察 した ．分析に は ，す べ て

の 項 目 に 回 答の あ っ た 41名分 （回収率 約 91％）

を採用 した．表 3に ア ン ケー ト項 目を示す．

表3 研修後の ア ンケート項 目

質 問 項 目

1 課題解決訓練用手法に 関する既有知識

2 問題解決に 関する研修の 受講経験

3 研修 へ の 満足度

4 今後の 研修意欲

5 研修に つ い て の 慧見・感想

（1 ） 参加 者に つ い て

　本 ア ン ケ ー トへ の 回答者の 内訳は 以下の と

お りで あ る．

表4 アン ケ
ー

ト回 答者の 内訳

項目 内 訳

回答者 東 北・関東・中部 ・近畿・中四 国・

の 出身 九 州の 6地方

性 別 男性36名，女性 5名

普通高校 二理数系教科　　 13名

普通高校 ：文系教科　　　　13名

普通高校 ：技能教科 　　　　1名

専 門 商 業高校 ：　　　　 　　　 6名

工 業高 校 ：　 　 　　 　 　 　 6名

農業高校 ：　　 　　　　　 1名

養護学校 ：高等 部 　　　　　1名

30代　　　　　　　 　　　　 3名

年 齢 40代　 　　　　　　　 　 37名
50代 　　　　　　　 　　　　1名

（2 ） 課題解決訓練用 手法 に関する既 有知識

表 5 課題 解決訓 練用手 法 に 関す る既有知 識

回 答 人数

1 知 っ て い た 1名

2 名前だけ 知 っ て い た 5名

3 知 らなか っ た 35名

「PCM手法 を知 っ て い ま したか」 とい う質問 に

対 し，41名 中35名 （85．4％）が 「3．知 らなか っ た」

と答 えて い る．教 育現場 にお ける本手法 の 認知

度 の 低 さを考 える と ， 事前 に基礎 的な学習が 必

要 で ある と考え られ る ．

（3 ）問題解決に 関す る研修 の 受講経験

表 6 問題 解決 に関する研修 の受請経験

回 答 人数

1 受けた ことが ある 5名

2 受けた こ とがな い 36名

　問題 解決 に 関す る研修の 受講経験に 関する

質問で は ， 「2．受 けた こ とが な い 1 と答え た教

師が 41名 中36名 （87．　8％）で あ っ た ．学校現場 に

お い て ，常に何 らかの 問題解決 を迫られ て い る

教師の 多 くが ， 問題解決 に関す る研修 を こ れ ま

で
一

度も受けて い ない こ とが わ か っ た ．

　また ， 「1．受 けた こ とが あ る」と答 えた教師

はい ずれ も商業高校お よび 普通高校・情報の 教

師で あ り，研 修内容 として はKJ法 （創造的問題

解決手法）が 最 も多か っ た ．
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表7 問題解決研修に対する考え

回 答 人 数

望 受けたい と思っ ていた 22名
2 研修 の必要 性を感じて い な い 5名

3 問題解決に つ い て考えたこ とが ない 9名

　さ らに ， 研 修 を受 けた こ とが ない 教師 の 内 ，

こ れ ま で 「L 研修 を受 けた い 」 と考 えて い た教

師は約 半数 （22名 ， 53．7％〉い たが ，
「2．研修 の 必

要性 を感 じて い ない 」 と答 えた 教師が 5名 （i2．

2％）， r3．問題解決 に つ い て 考 え た こ とが ない 」

と答え た 教師 が 9名 （22．0％）い る こ とに も注 目

した い ．自己 の 主観や 経験知だ け に頼 る の で な

く，客観的 ・分析的な手法を教師が身に つ ける

こ とに よ り，学校現場に お い て よ り迅速で 効果

的 な問題 解決 を図 る こ とが 可能 に な る と思 わ

れ る

（4 ） 研修 へ の 満足度

表8 研修へ の満足度

回 答 人数

1 大変有意義であっ た 17名

2 有意義であっ た 22名

3 どちらとも言えな い 2名

4 あまり有意義でなかっ た 0名

5 有意義でなか っ た 0名

　研修 へ の 満足度 を問 う質問で は， 「1．大変有

意義 で あ っ た」 と 「2．有意義で あ っ た 」 をあわ

せ る と41名 中39名 （95．　1％）が 本研 修 に満足感 を

感 じ て い る こ とが わか る．有意義で あ る と感 じ

た 主な理 由と して は ，
「問題 解決 の 過程 を他 の

教師 と共通理 解で き る こ と」 （8名），　 1自己 の

思考過程 を明 らか に で き る こ と」 （6名〉，　 「論

理的 ・客観 的な分析 力 を身に つ ける こ とが で き

るこ と」 （6名 ）な どが 主 な理 由 と して挙げ られ

て い た ．また 「簡単 で 取組みや すい j 「学校の

説明責任 が果 たせ る 亅 「問題解決 の ための 研修

へ の 関心が高ま っ た」 な どの 意見 も見 られ た．

「3．どち ら とも菖えな い 」 と答 えた受講 者 （1

名 は理 由 の 記 述無 し）は ，　 「手法 の 理解が不十

分で あ っ た こ と 」をそ の 理 由 と して 挙げて お り ，

研修で 使 用す る手法な どに 関 し て 事前学習 の

必要性 が示唆 され た．

（5 ） 今後の 研修 へ の 意欲

表9 今後の 研修 へ の 意欲

回 答 人 数

1 実施した い 31名
2 実施した くな い 0名

3 どちらとも言えない 8名

4 無回答 2名

　本研修 を受講 した 後 ， 勤務校 に お い て も同様
の 研修 を実施 した い と考えて い る受講者は 41

名中31名 （75．6％）で あ っ た ．こ の 31名 の うち 17

名 は 「研 修へ の 満足 度」 に 関す る質問にお い て

「L 大変有意義で あ っ た j と回 答 して お り， 研

修 に対 す る満 足 度 とそ の 後の 研修 意欲 と の 間
の 関連性が推 察され た ．

5 ．ま とめ

　本研 究は ， 教師 の 問題解決能力 の 向 上をめ ざ

した 教員研 修 の 在 り方に つ い て 明 ら か にす る

とと もに ， 学習者参画型教員研修モ デ ル を開発

す る こ とを 目的と して い る．

　 実践 よ り，多 くの 教師が 問題解決 に関す る研

修 の 受講経験 が ない こ と，他の 教師 と協力 して

問題解決を図 っ た り， 学習者相互 の 思考過程 が

共 有で きた りす る よ うな研修 手法 が有用 で あ

る こ と ， 研修 内 で 利用す る 手法 に関 して 事前学

習 が 必 要で あ る こ とな どが 明 ら か に な っ た ．

　今後 の 課 題と して は ， 次の よ うな点が 考 えら

れ る．

  教師 の 問題解決能 力の 様相 に つ い て 明 らか

　 にす る こ と．

  今回試行的 に活用 した 課題解決 訓練用 手 法

　だけで な く他の 手法 も参考に ， よ りわか りや

　す く使い やすい 研修モ デル を開発する こ と．

  さ ら に 教員研修や 大 学 の 教員養成課程 な ど

　で の 実践を重ね ，教師の 問題解決能力 の 向 ヒ

　 を図 る普遍的な研修 モ デル を確立 す るこ と．

　筆者 らは ， 今後 も継続 して研 究に 取組み ， そ

の 成果 に つ い て は次回 年会 にお い て 報告す る．
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